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「Eco列車でいこう！」～第19４回～ ツーデーきっぷで「せんべろ」旅。

（CO2排出量の少ない交通機関での旅行や、心が豊かになるような旅行を紹介するコーナーです！）

　今回は、新潟県内のＪＲ線２日間乗り放題の「えちごツーデーパス（2，800円）」を使用した日帰り旅のお話。

　11月29日（土）。久しぶりに「ＳＬばんえつ物語号」に乗車する（指定券８４０円が別途必要）。発車４０分前に

新津駅に到着すると、ほどなくＳＬが入線し、ホームが活気づく。黒光りするボディ。大きな車輪。石炭を一杯に

積み準備をする機関士たち。見どころがいっぱいあり、ワクワクする。

　10：03。汽笛を鳴らして出発。ホームも沿線も多くの人が手を振り、ＳＬの雄姿を楽しんでいる。レトロ調の

車内に4人掛けのボックスシートが並ぶ。向かいに座った６０代と思われる「撮り鉄」の女性と話が弾んだ。阿賀

野川沿いをのんびりと走行し、12：18、福島県西会津町の野沢駅に到着した。

　日帰り温泉「ロータスイン」は駅から徒歩１5分。青空が広がりウォーキング日和だが、念のため「クマ鈴」をつ

けて歩いた。露天風呂に浸かって、地元のおやじさんの話に聞き耳を立てる。なまりが強いが、「天然のナメコが

あると聞いたから取りに行ったのに、もう無かった。他の誰かに先を越された。」というような会話だった。楽し

い田舎話を聞き、併設の食堂で一杯やってから、普通列車で新潟に戻った。

　翌日。今日は妻との２人旅だ。７時前に普通列車で新潟を出発。長岡で乗り換えて直江津へ。ここから、日本酒

をコンセプトにした観光列車「越乃Shu*Kura」に乗車する（指定券840円が別途必要）。2号車の売店で、生ビー

ルと鮭の焼漬けのセットを購入し、カウンター越しに日本海を見ながら昼飲みを楽しむ。車内では、おちょこサ

イズの日本酒の飲み比べセットも販売しているが、できれば４合瓶を酌み交わしたい。長岡駅の５分停車の間

に、駅構内の「ぽんしゅ館」までダッシュして、お福酒造の「お福正宗初しぼり純米生原酒」を購入してきた。

　良く冷えたフレッシュな酒と、晩秋の鄙びた景色の相性はバツグンだ。あっという間に終点の十日町に到着し

た。気持が良いまま、駅近くの「越後十日町小嶋屋」で〆のへぎそばを食し、となりのファミレス「オガワヤ」でプ

リンアラモードを食べた。千円でお酒とつまみを楽しむ「せんべろ」旅のはずだったが・・・。でもまぁ。これも旅の

醍醐味だ。気分がよくなり財布のひもが緩むのは、致し方ないことだろう！

津川駅に停車する「ばんえつ物語号」　　西会津の温泉「ロータスイン」にて。これで950円　Shu-Kura車内。生ビールと鮭の焼漬けで千円。

  

   　 

　
　毎年、お正月の恒例となっている初売りの福袋。福袋がいつから始まったのかご存じですか？実は、そ
のルーツは江戸時代にまでさかのぼり、呉服店が「残り物」を袋に入れて販売されたことが始まりとされ
ています。時代とともに形を変えながら、福袋は今日まで受け継がれてきました。
　かつてのイメージですと、中身の分からない物が主流で、売れ残り商品が入っていた印象が強く、使え
ずにお蔵入りするものも多々…。しかし、昨今では、中身の情報が先に分かるものも増え、抽選販売だっ
たり予約が出来たり、衣料品の他にも食品や雑貨の多様化する中身、引換券、割引券が入っているお得感
があるものが増えてきました。最近では様々な企業さんで福袋を出されていて、元旦のみならず期間も
様々。謀コンビニさんは、予告なしで突然販売されていましたね。
　お目当ての物をゲット出来ても出来なくても、袋を開ける時のドキドキ感や、普段
選ばない物を試せたり、今年こそはと下調べをするだけでも、福袋はなんだか私たちを
楽しませてくれますね！

福袋の歴史と楽しみ方！


